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米国では l年6カ月位tこ貧血の発現率が上昇するのこと

が報告されているが，来して日本の幼児ではどうであろ

うか。以上の目的をもって幼児の食生活を貧血との関連

によって調査した。この研究は第2・3・4研究部の協

カのもとに行われた古V今回は第 l報として，幼児の栄

養摂取量について報告する。

緒

離~[，)朝栄養に関する研究は多数報告されているが，幼

児期栄養に関する最近の報告は少ない。しかし幼児期は

遊び食べ，食欲不振，偏食などの食生活上の問題が多く

なり，このため栄養の偏りを招く可能性が少くない。ま

た一般に離乳完了頃から特殊調製粉乳が牛乳区切P替え

られるが，このことは鉄の摂取量が減少する結果を招〈。

I 

法

せて記入した。この他，次の日 1日分の食事摂取量を

記録し，送付するよう依頼した。

(4) 栄養価算出昭和38年E三訂〕日本食品標準成分表"

によって摂取食事の栄養価を算出した。また栄養摂取

震の評価には昭和品年日本人の栄議所要量ωを使用し

た。

方究

(1) 対象愛育病院保健指導部に来所する健康な 1年4

カ月 ~1年 8 カ月の幼児， 98名。(男45;j!" 女53名〉

(3) 時期:昭和48年1月から49年4月まで。

(3) 調査方法:保健指導部に来所した日に対象幼児の母

親に面接して向きとり法において食習慣な Eを記入

し，次に前日の食事の献立，材料，分量なEを想起さ
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幼児の栄養摂取状況

1) 平均栄養摂取量

各月別の平均栄養摂取量および所要量に対する比率は

第1表および第1図の通Pである。また第2表は男女別

および第1回目の献立〈開きとり法によるもの〉第2回

目の献立〈母親の記録によるもの〉在別々に集計したも

のである。ビタミンについては損失率をピタミン A，

B1> Bz， Cの順に20，30， 25， 50j'oとして計算した。

(1)熱最

摂取熱量の範囲は 614~1 ， 968Calにおよび，男児平均

1，063Cal，女児平均 992Calと男児の摂取熱量は約5%

商かった。総平均は 1，031Calで所要最の 109j'oとなっ

た。第1回目と第2閤聞の食事問には男 88Cal女 19Ca
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第1褒 月別栄養摂取最及び所要量に対する比率

月

11，12， 1 

2 

3 

4 

5， 6 

7， 8 

9 

10 

平

第 2 衰男女別及び食事:~rJ栄養摂取量

|熱量|蛋白質|脂質|聖鶴 1~ 'i:YI 鉄 IÃタミンlgfミ官f ミンI~タミン

罰!?l:調
mSg 7 

男 2回目食事 1，110 49 

平 均| 同 31 43 

女

1回目僻 1 101 
2回目食事 99 40 36. 

511:q 
5.91 1. O. 。目 50

平均| 54 1，075
1 

46 

第 S褒所要量以上と以下の食事例の割合(9の

月 zrJ 例数品産品名闘鼻持属議量i語障l
日.121 28 

例
71 ぷ 611 501 ~Z! 8回!'0171121

2 32 44 13 

3 22 59 18 86 27 321 641 501 271 911 91 771 23 

4 21 38 24 5 62 33 101 711 241 331. 621 24 571 29 

5， 6 17 41 18 76 。76 12 

111γ 7， 8 27 22 37 67 11 81 7 11 631 851 71' 151 74 

9 21 33 33 48 19 57 10 191 431 671 141' 191 
. 
57 

10 18 56 17 72 11 83 33 50 銃 78 ヰ44

平 均 46 :2f 72
1 

8 ペ161 691 311 39 791 
. 
81 451 42 

注〉 ①所袈1Ilの+10%をこえるもの

②所要量の....:.10%を下まわるもの
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の差があったが，いずれも10%以内であり，両献立問に

増減の傾向はなかった。

第3表は，本対象幼児の廷 186日の食事在所要量と比

較したものである。所要量の+10%を越えるものを所要

量以上とし，所要量のー10%を下廻るものを所要盤以下

とした。所要量を10%以上，よまわるものは46%，10% 

以上，下まわるものは23%で約半数であるが，季節的な

変動をみると，所要f置を上まわるものは， 11・12・I月

に最も多く71%におよび，下まわるものは189忘にすぎず

平均摂取最も1，102Calと高かった。 t，8月にはこれと

逆に上まわるものが最低で22%，アFまわるものが37%に

および平均摂取琵も 930Calと最低であった。季節的に

最高と最低の聞には約200Calの差があった。

第4衰熱量比の比較

熱量比 〈持〕 |蛋白質|脂質|糖質

平 均| 51 

巧2右翼民雪 ¥ 13.7¥' 27.7/. 58.5 

義昭4調6年査度国民栄 l1 u.41 1911| 6日8

蛋白質・脂質・糖質3者の熱量比は第4衰の通りで季

節的な変動はなく一定していた。 1958年度の 2~4 歳

児ωの調査および昭和46年度の国民栄養調査成績のと比

較すると，蛋白質および脂質からの熱量比が高し糖質

からくる熱量が低かった。

第5表 1日の摂取熱量に対する各食事の熱量比の度数

分布

守 勢 判幼%未満 別~29%\ 仰此|平均値
19 96 51 % 

?ら ?ら
朝 食 30 26 

昼 食 39 45 16 22 

タ 食 31 49 20 24 

閑 食 42 32 26 24 

夜 食 97 2 l 4 

熱量の各食事および間食への配分は第 5衰の通りとな

った。朝，昼，夕食の熱量比を比較すると， 20%以内の

献立は朝食に最も少なく、，各食事とも約半数の献立の熱

量比が20"，，29%の範聞にあ 9，30%以上の熱量比をとっ

ているのは，朝食が最高で，朝食への配分が最も商く，

次が夕食，昼食となった。 1959年における 1~3歳児の

調査"では，夕食，朝食，昼食の順に多かった。

間食についてみると，日中に食べたものと夕食後のも

のを合わ古ると28%となり， 1959年の調査紛による平均

28%および1958年調査"による20~28%と等しかった。

武藤索の食配分別によると，間食として1O~20%を記し

ている。

(2) 蛋白質

摂取蛋白賓の範囲は， 21. 8~74目 4gで，男児平均43.4

g，女児平均41.0gと男児の摂取蛋白質が約 5%高かっ

た。総平均は42.1gで所要量の 130%となった。第1回

目と第2回闘の食事聞では男児3.7g増え，女児は0.6g

減ったがいずれも10持以内であり，特に問題にするには

あたらなかった。

食事別に検討すると第3表のように，所要量を上まわ

るものがで7-2%あったが，下まわるものは 8~るしかなか

った。季節的な変動をみると， 11.12. 1月には所要量を

上まわるものが86%と高し摂取量も45.6gと平均値よ

り3.5g多かった。また9月は所要盤以上が 48%しかな

し摂取最も38.8.gと平均値より3.3g低く，最低であっ

た。総蛋白質と動物性iI<<自質は平行して上下している。

また熱量と蛋白質は10~1月の摂取量が商く . 7N9月

の摂取f置の低い点が一致していた。

第6表は蛋自性食品からの蛋白質摂取量の内訳であ

る。牛乳および乳製品，卵，肉，魚，立製品の五品目閥

の割合は，それぞれ39%，18%， 18%. 16%~. 9 9る，と

いう割合であり，食構成案に比較して卵の摂取量のみが

下まわっていた。蛋自性食品の使用に一定の季節的変動

はなかったが2 魚の摂取量が 7~9月に減少している。

とれは6月24日11:厚生省が魚介類の水銀暫定基準を新聞

その他に発表したことによる影響も考えられる。 7.; 8 

月tこは魚が最低であったが牛乳および乳製品が最高の摂

取となyっていた。

第6表蛋白性食品よりの蛋白質摂取量の内訳(月別〉

月 別|箱約卵|肉| 魚 |豆製品

月
12.g 9 6.Z 2 5.Z 1 75 2.g 2 11，12， 1 

2 11.2 4;3 5.2 6. ~ 2.5 

3 12.0 6.2 6.6 4.5 3.5 

4 9. : 5. 6. ! 6. : 2.9 

5， 6 13.5 5.8 5.8 4.9 2;9 

7， 8 14.0 5.5 5.4 1、8 3.5 

9 12.0 4.9 5.6 3.2 2.5 

10 13.0 6.0 7.9 4.4 3.1 

平 2.9 

吋 6'4
7.3 1.E 

-221ー



日本総合愛育研究所紀要 第1句島

第7表面目J蛋比の分布

12宅 I~叶 41~| 恥 161~| 恥 12240% I 50% I 60% I 70% I 80% 

委1 21 11 101 3イイ 551 15 

51 
20
1 

37
1 

29
1 

B 

l紋芋斜乳類 1~ß I魚肉|瑚品親調合計

競l河内司河羽ヰ問
鱗I1.11 0.41 1. 31 0.71 ベ1.81 5.61 

動蛋比の分布は第7表の通りで， 61......，70%層に最高の 第9褒食品群から摂取したピタミンAf量

分布，次いで商いのが7l~80%層である。特に幼児は!FiJ

物性lf!自質が50%以上であることがのぞましいといわれ

ているが， 50%以下のものは約7%にすぎなかった。 ~ÝJ

蛋比の平均ほ679るであり，特に季節的な変動はなかっ

た。 1958年の 2~4歳児の調査では動蛋比が55%であっ

たが，食生活の向上を伺うことができる。

(3) 脂質

脂質の摂取量の範聞は1l.4~76.7gで，変動のはばが

大きかった。男児平城8.8g，女児平均35.4gと男児の

摂取量が約10%高かった。総平均は37.2gとなった。第

1回目の献立に比較して，第2問自には男児が5.0g，

女児が1.2g増加した。

脂質からのカロ Pー比は，国民栄養調査の18.1%1)に

比較して32%と商く， 1958 年の 2~4 歳児の調査"で

27.7gとなっていたことを合わせ考えると幼児の脂肪摂

取はかなり高いところにあることが考えられる。

(41 カノレVi7ム

カノレt〆ウムの摂取量の範囲は 216~1 ， 246mgで男児平

均597mg，女児平均邸4mgと男児の摂取量が約5%高か

った。総平均は572mgで所要量の 143%であった。第l

回目の献立に比較して，第2回目では児男 26mg，女児

53mgと減少したが，減少しているものはカルVi7ムと

|乳類 l卵|魚肉料同』旨類除果樹合計

|泊剥，明11羽 ID
対象幼児 I，wl 山 01 "'i 83 5""1 1，513 

開|ベベ 151 5611付1.901

所要量以下が63%となV，所要量にみたないものが3倍

であった。月別にみると 3月には所要量を下まわってい

るものが最も少なし平均摂取量も6.9mgと最高であっ

た。所要量以下のものは 5~8月に多く，平均摂取最も

5.4mgと低かった。

本対象幼児の鉄の摂取景は低かったが，食品のと P方

に問題があるのであるうか。第8表は食品群から摂取し

た鉄量の武藤案の食構成101との比較である。摂取量が食

構成以下であったのは，卵と葉集類であった。第6表に

おいても本対象幼児の卵の摂取量はわずかに低かった。

楽果類については第10表のように野菜類の摂取が少ない

ことが鉄摂取の低くなる一因とも考えられる。しかしそ

れを食構成に近づけても，所要量の 7mgを満たすこと

は，レパ一等の使用を考える以外にはむずかしい。

次報において，鉄摂取量と貧血との関係を報告する

が，果して現行の鉄所要量"は妥当な値であろうか。

ピタミ y B2のみであるところから，牛乳および乳製品 (6) ピタミンA

の減少が推察される。食事別に検討すると，所要最以上 ビタミンAの摂取置の範囲は 238~5 ， 742lUと変動の

が75%.以下が12%である。月別にみると 4月と 9月 はばが大きし男児平均1，410!U，女児平均 1，088!uと

に所要量以下が多く， 4月の摂取量は最低であった。こ 男児が約25%高かった。総平均は 1，214!Uで所要量の

れは4月の牛乳および乳製品の摂取が最低であったこと 81%となり、鉄とともに所要量をみたしにくいものの 1

と一致した。 つであった。 2回目の献立の方が男女とも高くなった。

46年の国民栄養調査"においては目標他をかなり下主 食事別に検討すると所要量以上が16%，所要最以下が

わっているが，本対象幼児においては牛乳および乳製品 69%となった。月別に検討すると特に季節による変動は

の摂取が多いために十分所要量をみたしていた。 観察されなかったが3月には所要最以上のものが多く，

(51 鉄 平均摂取量も 1，3651Uと最高であった。

鉄の摂取量の範囲は， 2.4......，15. 2mg，男児平均6.2mg 第9表は食品群から摂取したビタミンA量である。対

女児平均5.6mgとなり男児の摂取量が約10%高かった。 象幼児のビタミンA摂取量は，鉄の項でも述べたよう

総平均は6.0mgで所要量の86%と低かった。第1由自の に，食構成案に比較して卵と菜果類の使用が少ないので

献立に比較して2回目には，男児1.7mg，女児0.5mgが， 卵からのピタミンAがわずかに低く，葉県類からの摂取

増加していた。食司甥IJに検討すると，i育委量以上が18% はすであった。第10表は菜呆類を有色野菜，淡色野交，
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果実に分類したものであるが，食構成案加に比較して有

色野菜が少なく約609るしかないことがピタミンAの供給

を低くしている原因であると考えられる。武藤等山はピ

タミンAの摂取には季節的な変動があると報告している

が本対象幼児でははっきりしなかった。国民栄養調査に

おいてもピタミ'ンAの摂取量は低かった。

(7) ビタミンB，

ピタミンB，の摂取範商は0.17~0.85mg，男女とも平

均O.41mgで所要誌の103?らであった。所要量以上のもの

が31%，以下が39%とほぼ等しかった。食事別に検討す

るとに 8月には所要量以下のものが63%と約2傍に増

加し，平均値も 0.35mgと最低であった。

(8) ピグミンB，

ピタミンB，の摂取量の範聞は， 0.20~1.58mg とな

り男児平均0.78mg，女児平均O.73mgと男児が約 5%前

かった。総平均は0.75mgで，所要量の150%となり，ビ

タミン類中最も摂取割合が多かったが，日本人の一般の

食生活"では摂取が不足しているピタミンである。食事

別にみると所要量以上が79%，所要盤以下が 8%と所要

量以上のものが10倍であった。月別にみると 4月に所要

盤以下が多く，平均摂取量も 0.66mgと最低であったが

4月には牛乳および乳製品の使用が最少であった。

(9) ピタミンC

ビタミンCの摂取量の範囲は 4~135mgと広範囲にわ

たり，男児平均43mg，女児平均46mgと女児がわづかに

高かった。総平均は45mgで所聖書量の113%となった。

所要量以上が45%，以下市~42% とほぼ同割合であっ

た。月別に検討すると， 5........10，月の摂取量が所要量に逮

第10褒野菜及び果実摂取盤

月別|有色野菜|淡色野菜|果実|合計

月 g 
72 g 

g 
32! 11，12， 1 27 229 

2 26 62 157 246 

3 33 61 186 279 

4 22 38 161 271 

5， 6 26 72 178 276 

7， 8 23 71 184 278 

9 33 79 161 273 

10 21 88 163 272 

26 72 178 276 

45 115 90 250 

せず， 11........4月の摂取量が高かったが，これは武藤等の

報告111 と同傾向であった。しかし第10表でもわかる通~ ， 

野菜や果実の摂取量まには特に季節的な変動がみられない

ところから， ][.期にはピタミンC含f置の少ない野菜，果

実が使用されていると考えられる。

2 母のみた食欲と栄養摂取量

幼児の食欲を(1)非常によい， (2)大体よい， (3)ふつう，

(4)全体1<:少ない， (5)心配な位少ない，に分けて，どれに

該当するかを質問した。食欲のよい(1)と(2)に属するもの

を食欲のあるものA群， (3)に属するものをふつう B群，

(4)と15Hこ属するものを食欲のないものC群として分類し

たところ，第11表のようになった。すなわち，母親の約

半数が自分の子供には食欲があると考え，約%は食欲が

ないと考えている~と古ミ明らかになった。

(1)食欲と摂取熱量

第12表は，母が幼児の食欲を評価し，その時に間取り

法によって澗ベた前日の食事(第1回目〉と，母に記録

して送付してもらった第2 回目の食事〈大部分は 2~3

日後のもの〉について比較したものである。第1回目の

食事については栄養指導を行うので2回目の食事にはそ

の影響の現れる可能性や文特別に作為する可能性も考え

るれらので，両者を平均せず別々に掲げてみた。結果と

しては 1回目， 2回目ともにA群の摂取量はB・C群よ

り多かったが， BC聞には2固ともその差は殆んどみら

れなかった。しかし熱量を食事からのカロリーと間食か

らのカロりーに分けてみると，前者は 1・2回目ともA

B， Cの順1<:多く，食欲の有無とよく一致した。一方間

食からのカロリーはし 2固ともC群すなわち母親によ

って食欲がないと評価された幼児が， 300カロリーをこ

え， 3群中最高であった。また食事から 500カロり一以

上をとっている幼児には，食欽がないと評価されたもの

第11衰母からみた幼児の食欲

民~I 食飲程 度 人数

(1) 非常によい 10 

A君主 46 

(2) 大体よい 36 

27 

(4) 全体に少ない

C群 25 

(5) 心記な位少ない 5 
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第12表母のみた幼児の食欲と献立上の摂取量
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食 欲段階

平均摂取熱量

食事からの平均摂取熱量

間食からの平均摂取熱量

問険の熱量比 19%以下

20%以上

30%以上

40%以上

50%以上

夜食の熱量比 無

9%以下

10%以上

20%以上

30%以上

牛乳摂取量〈蛋白質量〉

牛乳摂取3本以上

ーーー」

;:;zl 

56 

11 

33 

0 

0 

9.6gl 

4 1 

F

o

b

 

-
2
 

A
V
β
h
V

凋
後

4ゐ

A

V

-

F

o

q
品

W

4

1

4

1

2

 

4

6

9

0

0

 

4

5

1

 

7941 

21割

事

694 

3131 

70 

28 
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48 

36 

16 

68 

8 

24 

4 

0 

10.8g 

17 

が少なかった。すなわち母続は食事の摂り方の多少によ またC群では 40%をこえるものが 1回目 48%，2回目

って幼児の食欲の有無を許価していることが伺える。食 36%と個別にみても間食の多いものが多い。

~J，の左り方が少ないから間食が多くなるのか，間食の摂 また間食のうち，夕食後の飲食すなわち夜食について

り方が多いから食事の摂り方が少なくなるのかその関係 みると，第12表の下段のようで，第 1回目調査では約半

は不明であるが，栄養のパランスという角度からみると 数が，第2回目調査では約告が夜食をとっていたが，こ

間食よりも食事の方がはるかにすぐれている場合が多い れと食欲との関係はあまりみられなかった。食事の摂り

ので，この年齢層では 1日300カロ P一以上の間食抵は

食事のと P方に影響しやすいといえるかもしれない。

2)食欲と間食のとり方

間食からの平均摂取熱量は，第1回目調査結果よ P第

74 

15 

11 
0 

0 

7.6gl 

4 1 

方すなわち母親のいう食欲の有無に影響しているのは主

として昼間の間食のとり方のようである。

3)食欲と牛乳摂取
可e

食欲のないものほど牛乳摂取が多く，感循環になると

2回目の方が全体として減少していた。これが栄養指導 いわれているので，この点を調べてみた。 C群の牛乳摂

の結果であるのか，または食事調査方法の差異によるも 取量が最高であり，次いでA群が多かった。主た3本以

のであるかは明らかではないが，第2阻闘の方が総カロ 上摂取しているものも C群に多かった。 C群で3本以上

リーは増加しているので，少くとも前者すなわち栄養指 飲んでいる場合には2本にするよう指導したが2回目澗

導の効果が一部関与しているのではないかと思われる。 査によると約半数のものが減らしているようである。し

間食の熱量比を検討すると第12表中央に示すように，問 かしA群とB群の問には特に食欲を説明するにたるよう

食熱量が総熱量の19%以下だったものは， 1・2回目と な牛乳摂取量の差遣はみられなかった。しかしいずれに

も食欲のある群に最高で 1回目26%，2回目48%とな しても牛乳を 1日3本以上摂取している者の中に食欲が

り，王t'O;のない群が最低で，各々 8%と28%にすぎなか ないという訴えが多かった。しかし牛乳摂取によって食

った。またi用食熱忠治，t50'7'Q以上に及ぶものは反対の限時 事のとり方が少なくなったということは栄養全体として

とな D，C群では l回目28%，2閏目16%におよんだ， みた時これがマイナスなのか，牛乳を減らして食事を多
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土井:他低年齢幼児にお貯る貧血に関する研究

くとらせる方がよいかどうかについては簡単には判断し

lV絡

幼児の栄養摂取量の実態と貧血との関連を調査するた

め，昭和48年l月から昭和49年4月までに愛育病院保位

指導部に来所した1歳4カ月から l歳8カ月の幼児98名

を対象にして 2 回の食事調査を行った。第 1 回~の食事

は母親との函接による聞きとり調査によって，第2回目

は母親の記録によるものである。貧血との関連について

は，第.2報t~報告する予定で，本報告では，食事調査成

綴を，主に栄後摂取状況の面から取り扱った。結果は次

の通りである。

1)熱量摂取量は平均l，031Calで所要誌の109%となっ

た。丹別にみると11，12， 1月の摂取量が最高で1，102

Cal，逆t~ 7，8カ月が最低で930Calとなった。

2)蛋白質，脂質，糖質からの熱量院は17，32， 51%と

なり，蛋白質および脂質からの熱量比が商く，結質か

らの熱量が低かった。また脂質からの熱量比が商く，

幼児の脂肪の摂取量はかなり高かった。

3)蛋白質の平均摂取量は42.1gとなり，所要量の 130

%と高かった。摂取量は熱量と平行していた。動蛋比

は67%とかなり商く，動蛋比50%以下は約7持であっ

た。

4)カルシウムの平均摂取涯は572mgで所要量の 140%

とな~，月別にみると牛乳および車製品摂取の少ない

4月が最低の摂取量であった。

5)所要量にみたない栄養索は鉄とビタミンAでそれぞ

れ6..0mg，86%と1，214lU， 81%であった。食品の摂

り方を食構成案に比較すると，卵の摂取量がわずかに

少なし野菜類特に有色野菜の摂取が60%にすぎなか

がたいように思う。

論

9)牛乳および乳製品，卵，肉，魚，豆製品からの蛋白

質摂取f置の内訳はそれぞれ39外， 18持， 18%. 16%， 

9?らとなり，卵の摂取髭のみが食構成案を下まわって

いた。蛋自性食品の使用に一定の季節的な変動はなか

ったが魚の摂取量が 7~9月に減少し，水銀暫定基準

発表の影響を伺わせた。

10)母親は約半数が自分の子供にほ食欲がある主考え，

約l4は食欲がないと考えていた。

11)食欲がふつうである子と食欲少ないと評価されてい

た子の実際に摂取した総熱量は殆んど等しかったが，

食欲良いと評価された子は両者より 100 カロ~-多〈

とっていた。しかし食事から摂取した熱量は食欲の有

無の順と一致し，間食からの熱量は，食欲がないと評

価された子が300カロ Pーをこえて最高であった。す

なわち母親は食事のとり方丹多少によって幼児の食欲

の有無を評価していた。

12)間食からの平均摂取熱量は2回自の食事では全体的

に減少して栄養指導の効果をうかがわせた。

13)間食帯磁が総繋司置の19%以下のものは食欲のある群

に最高で， 1回目26%，2回目48%となり，食欲のな

い群が最低で各々 8%と28%であった。また閑食が50

%以上におよぶものは反対の順序となり，食欲のない

群では 1回目28%. 2回目16%であった。

14)牛乳を 3本以上飲んでいる者の中に食欲がないとい

う訴えが多かった。
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